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序文 
 

 
 

  

ソリダリダードは、地球を、そしてお互いや次世代を尊重するとともに、生産・消費するも

のすべてのおかげで私たちが生かされている世界をビジョンに掲げています。このビジ

ョンを実現するために最適なのがパーム油産業です。アブラヤシは、熱帯地域で生育する

収量が非常に高い作物で、多くの国々の何百万もの小規模農家が生産に携わっています。

適切な条件下では、自然とのバランスを保ちつつ、収入を得ることができます。しかし、多

くの場合、そのような適切な条件は整っていません。小規模農家の声に耳が傾けられるこ

とはほとんどなく、彼らは自分たちの将来をコントロールすることができないと感じてい

ます。厳しい労働に対する報酬はあまりに少なく、また経済的リスクを過度に負わされて

います。 

 

本報告書には、アジア、アフリカ、ラテンアメリカの小規模農家の代表者たちの意見が反

映されています。彼らの経験によれば、市場メカニズムは、小規模農家のアブラヤシ販売

価格と得られる収入に不利に働いていることが明らです。彼らが苦境に立たされる一方

で、食品・消費財メーカーや小売業者はサプライチェーンを通じて利益を得ています。さ

らに、消費国と生産国の政府は、小規模農家が最も持続可能な方法で農業を営むために

必要な支援を十分にしていないこともわかりました。 

 

この最初のグローバル・パーム油バロメーターは、すべてのステークホルダーに議論の土

台を提供します。農家の声が届かなければ、どうやって公正な価値配分を達成できるの

でしょうか？どうすればアブラヤシの小規模農家を世界市場に参加させることができる

のでしょうか？本報告書が活発な議論の土台となり、世界を養う小規模農家にとって実

現可能な解決策に貢献することを願っています。 

 

ソリダリダードネットワーク  エグセクティブダイレクター 

イエロン・ダグラス 
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小規模農家の包摂を 

確実なものとするために、 

バリューチェーン上のすべての 

ステークホルダーが 

小規模農家の経験やニーズを真剣に 

受け止めなければならない。 

具体的には、彼らにリーダーシップを 

持たせて、支援していくことである。 

 
マレーシア 

ダヤックパーム油生産者協会・ ダヤック国民会議 , 2022 1 



 
 

背景 
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1.1 イントロダクション 

今日、欧州におけるパーム油に対する一般的なイメージは、「地球を荒廃させ、世界の

熱帯林の多くをクッキーや化粧品、車の燃料に変えてしまう作物」というものだ。森林

破壊、生物多様性の損失、気候変動をめぐる危機の高まりとともに、パーム油はマス

コミで大きく取り上げられるようになった。パーム油はしばしば、経済開発、人権、環

境保全など、鋭く対立する論点の象徴とされている（Meijaard and Sheil, 2019; Qaim 

et al., 2020）。アブラヤシを「大企業が経営するプランテーションで栽培されるモノカ

ルチャーの作物」とイメージすれば当たっているかもしれない。しかし、世界のパーム

油生産のおよそ 30％ は、多様な生産基盤の 300 万戸以上の小規模農家が担ってい

る。しかも、パーム油の供給全体にしめる小規模農家の割合は今後、さらに増加が予

想されている。民間部門において「森林破壊ゼロ」へのコミットメントが広まるととも

に、また生産国政府のモラトリアム（農園開発許可の一時停止措置）が、より規模の大

きい農園の開発に対する監視を強めているからだ（CIFOR, 2017）。 

 
アブラヤシは、小規模農家の厚生水準の向上、食料安全保障、農村の収入機会創出に

寄与している。一年中収穫できるため、安定したキャッシュフローが得られ、一世代で

一家を貧困から救うことができる作物と見なされている（Ayompe et al., 2021）。した

がって、政府や業界ロビー団体や企業は、農村部の貧困緩和、食料安全保障、経済開発

のためにアブラヤシ産業の拡大が重要だと主張している。一方で、パーム油生産は、土

地紛争、伝統的な生活と文化の喪失、大規模な森林伐採、生物多様性の減少、泥炭地

からの二酸化炭素排出の増加などの社会的・環境的問題を引き起こす可能性をはらん

でいる（Dauvergne, 2018; Qaim et al.,2020）。個々の環境問題は、より広範な貧困問題

と直接結びついているのに、環境問題だけを取り出して論じると、小規模農家がアブ

ラヤシを持続的に栽培していくための課題は何かといった点を見落としてしまう

（Azhar et al., 2017)。 

 
1.2 小規模農家の包摂 

パーム油産業のサステナビリティに関する議論は、企業経営の大規模プランテーショ

ンに焦点を当てがちで、「自主的なサステナビリティ基準」や「森林破壊ゼロへのコミッ

トメント」がパーム油産業のガバナンスを改善する効果的な方法であると考えられて

いる。(Grabs et al., 2021; Ten Kate et al., 2020)。主要な民間企業も独自の調達基準

を制定、トレーサビリティ・システムの活用、サプライヤーとの直接取引など、独自の対

策を講じている。特に小規模農家のレジリエンス（回復力）を強化するための企業によ 



る支援は、包摂的なビジネスの一部であり、かつサステナビリティへのコミットメントを強

めるものである。技術支援プログラムを通じて、小規模農家はバリューチェーンに組み込

まれ、大規模バイヤーと垂直的につながる。農家とその組織にとって、バリューチェーンに

組み込まれることとは、所得の向上、金融やサービスへのアクセスの改善、サプライチェー

ンにおける利益の公平な分配がもたらされると約束される。また、小規模農家の包摂は

生物多様性の保全を促進するなど、環境の持続可能性にもプラスの効果をもたらすと期

待されている。 

 

しかし、実際には、「包摂的ビジネス」の大多数は、資金を持ち、教育水準が高く、インフラ

にも恵まれ、商業的農業への意欲が高い、ごく少数の農民だけに恩恵をもたらしているに

すぎない(FIL, 2022; Ros-Tonen et al., 2019)。農村の生計や生態系サービスを支援すると

いう活動は、実施面での障壁がある。小規模農家というのは、大規模農園の規模を小さく

したものと考えれば済むものではない。生産量の継続的な増加という発想が根底にある

と、この点を見逃しがちだ。小規模農家は大規模生産者とは異なるニーズ、志向や制約が

あり、彼らが阻害されていては、彼ら独自の特徴がしばしば見落とされてしまう。小規模農

家はパーム油を調達する企業や政府からの継続的な支援がなければ、森林破壊ゼロのサ

ステナブルなパーム油を生産することはできない(Saadun et al., 2018) 。 

 
一般的に小規模農家のバリューチェーンへの包摂（参画）は、投資と計画、そして全てのス

テークホルダーの長期的なコミットメントが必要な、長期的なプロセスである。小規模農家

が持続可能なアブラヤシ生産から実質的な利益を得る機会はあるものの、様々な農家が

数多く存在するがゆえに、その可能性を実現するためには特定の政策アプローチと財政

的支援体制が必要となる。拙速な設計の「包摂的」な事業活動やサステナブルな調達方針

は、既定路線として多くの小規模農家を排除してしまうリスクがある。例えば、持続可能な

パーム油認証制度（CSPO）が発足して 20 年が経つが、持続可能なパーム油のための円卓

会議（RSPO）が認証した土地のうち、独自の経営判断を行う独立農家に属しているのはわ

ずか 7 万ヘクタール、つまり 1.5％に過ぎない(RSPO, 2022a)。EU が提案している森林破

壊を削減するための規制（パーム油などの熱帯産品、大豆、牛肉が対象）は、適切な付随措

置がなければ小規模農家の市場参入を妨げる可能性がある(Solidaridad, 2021)。 さらに

問題を複雑にしているのは、消費国における持続可能なパーム油の需要である。パーム油

は様々な商品に使用されているものの、加工されているので目につきにくい。企業は、倫

理的な調達、持続可能性、認証について消費者とのコミュニケーションをほとんどとらず、

生産工程における持続可能なパーム油原料の使用を消費者に保証していない。 

 
1.3 本報告書について 

このパーム油バロメーター初版は、パーム油生産システムの地域的、国家的、そして世界的

な側面を探るものである。特に小規模農業の位置づけに関する懸念を明示し、持続可能

なパーム油チェーンの開発が小規模農家にもたらす機会と課題を浮き彫りにする。本報

告書では、このような課題を踏まえ、真の意味での小規模農家を包摂するセクターを構築

するための、パーム油産業の変革戦略、そして個人と集団の取り組みについて考察する。 

まず本報告書では、消費とそれによる需要の増加が見込まれるパーム油市場を概観する。

このような背景のもと、主要生産国において社会経済的側面と環境的側面がどのように

絡み合っているかを観察することで、パーム油生産における小規模農家の役割と位置づ

けを検証する。 



第二に、本報告書は、小規模農家を近代的な輸出市場に格上げすることを目的とした、これまで

の持続可能性への介入の有効性に疑問を呈している。狭い範囲に焦点を当てたプロジェクトは、

小規模農家の生計の多様性を見落としがちであり、経済的、社会的、政治的要因が複雑に絡み合

っていることを否定している。一般的に、価格プレミアム、市場アクセス、技術支援の提供は、生産

者が慣行を改善するインセンティブとして挙げられる。しかし、こうした戦略の範囲は限られてお

り、特にアフリカ、アジア、ラテンアメリカの未組織な小規模農家がおかれた厳しい環境では、真に

持続可能で包摂的、かつ生産者レベルにインパクトのある体系的な変化を推進することはできな

いように思われる。（囲み記事 2 を参照）。価格変動も制約のひとつで、資金計画を立てるのが難

しく、毎月のキャッシュフローに大きな影響を与える（図１参照）。例えば、消費者向け製品にパー

ム油を使うとかなりの利幅が得られるにもかかわらず、ほとんどの小規模農家はパーム油の価格

が低すぎて生活が成り立たないと考えている。2 

 
最後に、本報告書は、持続可能性に関する根本的な課題をインパクトのある規模で解決するた

めに、公的投資と民間投資を融合させた、非競争的なセクター間協力への支援の高まりについて

考察している。いくつかのマルチステークホルダー・イニシアティブ（MSIs）は、このセクターにおけ

る複雑な持続可能性の課題に取り組んでいる。これらの MSI には、NGO、小売業者、貿易業者、加

工業者、消費国や生産国の政府など、幅広いステークホルダーが参加している。このような広範

なステークホルダーのイニシアティブには、アカウンタビリティ・フレームワーク・イニシアティブ

（Accountability Framework Initiative :AFI）、パーム油共同グループ（The Palm Oil Collaboration 

Group：POCG）、あるいは RSPO のように、さまざまな形態や形式がある。 

パーム油小規模農家の利益が現在どのように代表されているのかをよりよく理解することは、

トップダウンのアプローチを超えて、アブラヤシの小規模農家を変革戦略の中心に据えることに

つながるだろう。 

図 1  パーム油とパーム核油の価格 2011- 2022 
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気候と生物多様性の危機に対する 

グローバルな戦いを成功させるには、 

我々は国内外で行動する責任を 

持たなければならない。 

我々の森林破壊規制は、欧州の 

森林破壊への影響を最小限に抑え、 

持続可能な消費を促進するという 

市民の要請に応えるものである。  

Frans Timmermans 

EU 欧州グリーン・ディール担当副総裁 

 (2021 年11月17 日) 
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2.1 イントロダクション 

過去 20 年間、様々なアグリビジネスモデルによってアブラヤシ栽培が拡大した。国営

または民営の中・大規模な単一作物プランテーションが好まれてきた(Byerlee et al., 

2017)。これらの商業プランテーションは、数万ヘクタールに及ぶこともあり、多国籍企

業の大規模事業の一部であることが多い。アブラヤシの大規模プランテーションの継続

的な拡大は、パーム油生産の表向きの顔として注目されてきた。最近の事例では、イン

ドネシア・パプア島のタナメラというアブラヤシのプランテーション・プロジェクトが物議

を醸している。この島では、28 万ヘクタールの生物多様性の高い熱帯雨林が、パーム油

生産プランテーションとインフラに転換される予定である。先住民の移住、森林破壊、

生物多様性の世界的ホットスポットの破壊など、いくつかの有害な影響を予測させる

要因がすべて整っている(Earthsight, 2018; Gecko project and Mongabay, 2019)。 パー

ム油の需要を満たすために、こうした従来通りのアプローチを続けるのは、社会的・生

態学的に最適な結果をめざす開発とは明らかに乖離している。 

 
このような文脈においては、約 300 万戸の小規模農家が生産するアブラヤシ果房（FFB）

がパーム油供給量の 4 分の 1 から 3 分の 1 程度を占めていることを理解することが

重要である。3 小規模農家が市場に参入すれば、持続可能な食用油の世界的需要に応

えられると広く期待されている。パーム油産業の大きな課題に直面しても、適切なイン

センティブと支援があれば、小規模農家は繁栄することができる。彼らの現在と将来の

立ち位置をよりよく理解するために、世界的な生産、消費、持続可能性の推進における

この産業特有の市場力学について見ていこう。 

 
2.2 生産 

パーム油は、多年生樹木であるアブラヤシの果実から抽出される植物油である。生産寿

命の 25 年目まで、果房を一年中収穫することができる。アブラヤシはアジア、アフリカ、

アメリカ大陸の低地湿潤熱帯地域で最もよく生育する。 

プランテーションは、数ヘクタールの小さな農地から、数万ヘクタールに及ぶ企業経営の

大規模農園まで様々である。2019/20 年の衛星データの評価により、世界のアブラヤシ

の詳細な地図が作成され、栽培面積の 73％が大規模プランテーション、27％が小規模プ

ランテーションであることが明らかになった (Descals et al., 2021)。4 

アブラヤシのプランテーションは 49 カ国で見られ、総面積は約 2,100 万ヘクタールに及

ぶ。実際の栽培面積は、衛星画像から検出された面積よりも 10～20％大きい可能性があ

る。 



図 2 世界の生産と消費 2021 (輸出・輸入・使用) 
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若木（植林後約 3 年未満）、露地植林、または混合種の農業林が除外されている可能性

があるからだ。栽培面積が最も大きいのは東南アジアで 1,900 万ヘクタール、次いで

中南米（140 万ヘクタール）、中央・西アフリカ（100 万ヘクタール）、太平洋（14 万ヘクタ

ール）である。小規模農家によるアブラヤシ栽培の割合が最も高い地域は西アフリカで、

全体の 70％近くを占めている。 

 

2021 年には、世界のパーム油生産量 7,650 万トンのうち、インドネシアとマレーシアで 

6,400 万トン以上を占めていた (USDA FAS, 2021) 。 すべての生産地域を合計すると、

東南アジアが全生産量の 84％を占め、アフリカが 4％、中南米が 8％となっている。

わずか 20 年で生産量は 3 倍になった。世界の需要は、2017 年から 2021 年の年平

均生産量 735 億トンに対し、2026 年には 8000 万トンに達する勢いである(USDA 

FAS, 2021) 。 

12 

 
2.3 貿易 

収穫から消費されるまでの間に、アブラヤシの新鮮な果房（FFB）は、粉砕されて粗パーム

油に、さらに精製されて植物油へと変わっていく。品質劣化と遊離脂肪酸の蓄積を防ぐ

ために、収穫後 48 時間以内に搾油される必要がある (Philips et al., 2022)。 多くの場合、

小規模農家と搾油工場の間には、輸送、出荷指示、契約、支払いなどを取り仕切る仲介業

者や商人が存在している。 

 

インドネシアやアフリカ諸国では、小規模農家の搾油工場へのアクセスは、劣悪な道路イン

フラや搾油工場での長い待ち行列が邪魔することが多い。小規模農家パーム油の価格は、

搾油工場へのアクセスと公正な取引の実践に左右される（3.3 項参照）。 

パーム油搾油工場では、パーム油は房から果実を分離する工程を経る。この果実にはユ

ニークな特徴がある。果肉（中果皮と呼ばれ、全油分の 90％を占める）と穀粒の両方から

油が取れる。パーム原油（CPO）は濃いオレンジ色の半固体の液体で、パーム核油（PKO）は

核から抽出される白黄色の油である (Murphy et al., 2021) 。 
 
アジアでは、パーム原油やパーム核油はトラックや船で精製工場に運ばれるが、アフリカ

では、かなりの量が精製されずに手工業的な加工や消費に使われている(Rafflegeau et 

al., 2018)。精製工場では、パーム原油を家庭用食用油やその他の精製原料に加工し、食

品、工業、燃料産業の顧客に提供している。精製工場は、多くの異なる搾油工場からバー

ム原油を調達することが多い。例えば、インドネシアのペリントンにあるウィルマーの精製

工場には、250 近い搾油工場と多くの小規模工場からパーム原油が供給されている。こ

の施設はまた、パーム原油をサプライチェーンの次の目的地まで大量に輸送するために、

トラック 1 台分のパーム油を集める貯蔵施設、バルキング・ステーションとしての役割も

担っている(Philips et al., 2022) 。 業界をリードするのは、ウィルマー・インターナショナル、

ムシム・マス、ミワ・グループ、シム・ダービーなどである。その多くは垂直統合されており

（プランテーションから製油工場まで）、ほとんどのアブラヤシ生産国で加工・貯蔵施設の

大部分を所有している。また、プランテーションの管理、契約栽培者制度、パーム原油の

輸出入、物流、貯蔵、リスク管理、金融にも携わっている(Pirard et al., 2020; Rijk et al., 

2021) 。例えば、ウィルマー・インターナショナルは、すでに世界のパーム原油取引の 40％

を取り扱っている。この量は、2021 年におけるインドネシア国外のパーム油生産量のほぼ

全てに相当する。 

 



 
 
 
 

 図 3 世界におけるバイオ燃料用としてのパーム油の消費 
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2.4 消費 

精製されたパーム原油の約 75％は食品産業でさらに加工される。パーム油ベースの製品は、食

用油の形で使用されることもあるが、多くの場合、パーム油はマーガリン、チョコレート、クッキ

ー、アイスクリームのような製品の原料として使用されている。現在、一般的なスーパーマーケッ

トに並ぶ加工食品や衛生用品の約半分にパーム油が使われている。パーム油とその誘導体は、

ホームケアやパーソナルケア産業（化粧品、石鹸、洗剤など）や工業用原料（油脂化学製品、医薬

品）産業向けの非食品原料としても加工されている。パーム核油は主に家庭用およびパーソナ

ルケア産業で使用され、パーム核粕は動物飼料に利用されている (Rijk et al., 2021) 。 

 

パーム油の用途として拡大しているのが、バイオエネルギー市場で、パーム油のような食用油と

その副産物が化石燃料の代替として利用されている。2020 年には、世界のパーム油生産量のう

ち 23％（1,750 万 トン）がバイオディーゼルとして使用された（図３参照）。パーム油の生産が世

界的な炭素排出を助長し、気候変動を悪化させるとの懸念から、EU は 2021～23 年に輸送用

燃料に使用できるパーム油の量の上限を加盟国ごとに 2019 年レベルに設定し、2030 年までに 

 

 



段階的に廃止しようとしている (EC, 2019)。 EU 加盟国の一部は、EU が求めるよりも早くパ

ーム油の使用量を減らす独自の削減目標を設定している。一方、バイオ燃料としての需要は

他の市場でも伸びている。バイオディーゼルとしての主要輸出市場は中国とインドであり、一

方、インドネシアではバイオ燃料としての消費が国内のパーム油消費量のほぼ半分を占めて

いる (Rijk et al., 2021) 。バイオ燃料の使用目標はパーム油の需要を促進するため、パーム油

価格にプラスの影響を与える。5 例えば、インドネシアはパーム油の国内利用を最大化し、輸

入を削減するために、高いバイオ燃料利用目標を掲げている。その目標は、2020 年までに

30％、2030 年までに 40％である(CDP, 2021) 。 

 

他の植物油に比べて安価であることや、より健康的であると宣伝されていることもあり、パ

ーム需要は、特にアジアで伸び続けるだろう。世界のパーム油需要の予測では、年率 0.8〜

2.8％の成長が見込まれている (USDA FAS, 2022; Worldbank, 2022)。 成長率 0.8％の最小

シナリオで需要を満たすには、2030 年の生産量を 9,400 万トン以上に増やす必要がある。6 

しかし、アブラヤシの拡大は多くの課題に直面している（Pirker et al.2016）。例えば、労働力

不足は構造的な問題となっており、生産性の向上と維持には大規模な改植（植え替え）が不

可欠である。森林破壊ゼロのコミットメントや大規模プランテーション拡大に対するモラトリ

アム（一時停止措置）と相まって、小規模農家は、パーム油の世界的な需要を満たすだけでな

く、天然資源と生物多様性のスチュワード（保全責任者）として、ますます大きな役割を果た

すだろうと広く期待されている。 

 

企業の責任と厳格な環境政策を求める声は、消費国と生産国の双方において、いくつかの

官民の取り組みにつながっている。パーム油生産のガバナンスを改善するために、グローバ

ルな RSPO（Roundtable on Sustainable Palm Oil）のような様々な基準や政策が開発されてき

た。国レベルでも、インドネシア持続可能パーム油（Indonesian Sustainable Palm Oil：ISPO）、マ

レーシア持続可能パーム油（Malaysian Sustainable Palm Oil：MSPO）、インドパーム油持続可能

フレームワーク（Indian Palm Oil Sustainability Framework：IPOS）、コロンビア持続可能パーム

油（Sustainable Palm Oil：APSCO）などの持続可能性基準がある。これらの基準や認証された

持続可能なパーム油は、より持続可能で包摂的なパーム油サプライチェーンの構築を目指す

上で重要な役割を担っているが、認証基準の範囲、有効性、実行、そして個々の民間部門の

取り組みの規模については批判もあり、正鵠を得ている(4 章参照)。 

 

持続可能なパーム油の主たる需要は西側諸国にあり、欧州が最大の市場である。現在、この

需要は認証プランテーションの生産量で満たされている。独立した小規模農家が認証を取得

するのは難しい。というのは、持続可能なパーム油の価格プレミアムや新市場へのアクセスと

いった認証取得の直接的な利益は、国際市場での認証パーム油に対する需要次第だからだ

(USDA FAS, 2022)。欧州市場は世界のパーム油市場の 9%を占めるにすぎない。さらにその

70%はバイオ燃料のために使用されているが、2030 年までに段階的に使用されなくなる(IDH 

and EPOA, 2021)。パーム油の主要な輸入地域は、インド亜大陸（インド、パキスタン、バングラ

デシュ）の約 1,350 万トン、中国の 710 万トン、EU の 680 万トンであり、これらの地域で世界

の総輸入量の約半分を占めている(USDA FAS, 2021)。これまでのところ、これらの市場は、

パーム油の輸入に対して、持続可能性に関する要件を課していない。 



欧州及び米国では、パーム油産業は森林伐採と生物多様性の損失とほぼ同義語になって

いる(Meijaard and Sheil, 2019)。 地球の友（Friends of the Earth）、グリーンピース

（Greenpeace）、グローバル・ウィットネス（Global Witness）などの NGO が主導する消費者

キャンペーンは、アブラヤシ生産がもたらす悪影響に対する人々の意識を高めてきた。7欧米市場

の消費者は、パーム油に反感を持つようになっている。このため、一部の小売業者、製造

業者、消費者はパーム油のボイコット運動を展開している。例えば、英国のスーパーマーケ

ット・チェーンであるアイスランド（Iceland）は、プライベートブランド商品からパーム油を排

除しようとしたり、オランダの「フラワーファーム」のマーガリンでは、「パーム油不使用」を

打ち出したりしている(Southey, 2020) 。 

15 

このような動きがあるものの、多くの科学者や自然保護団体は、パーム油の禁止は単に問

題を他に移し、他の生息地や種を脅かすだけだという意見で一致している。解決策として

は、パーム油のボイコットではなく、より良いガバナナンスと土地利用計画の策定、労働法

の適切な執行、持続可能なパーム油に対する価格的な報酬、そして消費者への適切なコミ

ュニケーションが挙げられる。 
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アブラヤシ栽培を始めてから 

私たちの生活はとてもよくなりました。 

娘は私立大学で学ぶことができました。 

私は自分の家を建てて、前より快適だし、

水や排水路やケーブルなど基本的な 

ライフラインもあります。 

アブラヤシがなければ 

実現できなかったでしょう。 
 

Ana Villasis  

ペルー、ウカヤリ地方の小規模農家 2022 



 
 

小規模農家 
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3.1 イントロダクション 

森林破壊ゼロのコミットメントや、あらゆる側面での持続可能性を高める必要

性に配慮する一方で、増加するパーム油需要に対応するためには、既存の栽培

地での収量増加を含めた様々なアプローチを組み合わせていかなければなら

ない。アブラヤシ農業の悪影響を最小限に抑えるには、生態学的・社会的に持

続可能な開発に焦点を当てた生産方法が必要だ  (Cadman et al., 2019; 

Meijaardet al. 2020)。 気候変動、貧困による移民、食料不安などの脅威を考え

ると、地元の人々と自然を中心に据えた農村開発への統合的アプローチを支

援することが最も重要である。 

 
したがって、小規模農家が管理する土地に注目し、貧困の緩和、食料と栄養の

安全保障、回復力、生活の安定を支援することが、良い出発点となるだろう。例

としてとしてわかりやすいのは、厳しい持続可能性基準に沿って生産し、収量で

競争力があり、組織化された小規模農家である。アブラヤシ果房（FFB）の品質

が高いほど、そこから抽出できるパーム原油の量も多くなる。したがって、小規

模農家民の収入を増やすには、FFB からの収量を向上させることが極めて重要

である(Murphy et al., 2021)。 

 
小規模農家が直面する所得面の課題としては、国によって多少の違いはあ

るものの、彼らのほとんどが市場情報を得ておらず、また農家同士のつな

がりも希薄である点だ。そのため、バリューチェーンの他のアクターとうまく

競い合うことができない (Grabs et al., 2021) 。いかなる戦略をとっても、

小規模農家にとっては、高収量のアブラヤシへの植え替えや土地共有型ア

グロフォレストリー技術の導入は困難である。収量を増やすのに必要な改良

品種を入手できない可能性もあるからだ(Khasanah et al., 2020; Khatun et 

al., 2020; Purwanto et al., 2020)。こうした状況において、政府機関や企業や

NGO が技術的支援をすれば、小規模農家は新たな土地の開墾によるアブラ

ヤシ栽培地拡大ではなく、集約化を選択できるようになるかもしれない。 

 
3.2 アブラヤシの小規模生産者 

小規模農家は様々な形で世界のパーム油サプライチェーンの一翼を担っているのだが、

その規模や数は国による違いが大きい。 



世界の正確なデータはないものの、全世界で約 300 万の小規模農家がパーム油生産に携わっ

ており、増加傾向にあると推定されている(Jezeer and Pasiecznik, 2019)。 小規模農家の定義

は各国で大きく異なる。彼らには様々な土地利用戦略があり、社会組織形態も多様だ。一般的

に、家族は独立した経済単位であり、いろいろな生産活動を組み合わせて独自の生計戦略を追

求し生計を立てている (Jezeer and Pasiecznik, 2019) 。アブラヤシの小規模生産者の定義は、イ

ンドネシアでは栽培面積 25 ヘクタール以下、マレーシアでは 40 ヘクタール以下だが、一般的な小

規模生産者は 5 ヘクタール以下で栽培している(Pramudya et al., 2022; Mohd et al., 2021) 。 

 

最新の科学的研究によると(Descals et al., 2021)、 小規模農家はアブラヤシ栽培面積の 27％

を占め、世界の生産量の 25～30％を占めると推定されている。8 大規模プランテーションは、

小規模農家を生産委託や農地をリースする形で統合している場合が多く、彼らはスキーム農家

と呼ばれる。スキーム農家はアブラヤシ栽培に特化しており、プランテーション企業から提供さ

れる改良苗木、施肥、トレーニングに依存している。一方、プランテーション企業と契約関係を持

たない独立した小規模農家は多角的な農業生産を生計の基盤としている。そこでは、森林と農

地と土地とのつながりが、人間の生活を支えると同時に、さまざまな生態系サービスを支えて

いる(Jezeer et al., 2019)。これらの独立小規模農家は、農園企業に頼らずに事業を行っている。

農民グループや協同組合、協会を結成して、果房を集荷し、最も良い価格を提示する搾油工場

に販売するのである。そうでない場合は、農産物の販売や投入資材の入手、信用供与を仲介業

者に頼っている。 

 
 

 
 
 

3.2.1 アジア 
インドネシアにおけるアブラヤシ栽培の主要地域はスマトラ島とカリマンタン（ボルネ

オ島）である。小規模農家はスマトラ島に集中しており、スマトラ島ではアブラヤシ産

業が確立し、プランテーションも成熟している。カリマンタンでは小規模農家は少なく、

工業型プランテーションが主流である。このような地域では、大規模なアブラヤシ伐

採権が付与された土地の隙間に小規模農家が農地を開発している (Descals et al., 

2021) 。 

囲み 1  小規模農家の定義 

 
アブラヤシの小規模な生産者・農家という用語には正確な定義がないが、実際

には規模や家族労働をさすことが多い。アブラヤシが家計収入の大部分を占

め、ほとんどの農作業を家族の労働力だけに頼っている農地である (Jelsma, 

2017)。9  これは RSPO の定義と一致する。 

小規模農家とは、50 ヘクタール以下のパーム油プランテーションを経営する農家である。 

小規模農家は独立して経営することも、企業と協力して経営することもできる。RSPO はこの

定義により小規模生産者をスキーム小規模農家と独立小規模農家の 2 種類に区別している。 

 

 

スキーム小規模農家：土地の運用方法や生産慣行について強制力のある決定権を持た

ず、土地の利用方法、作付けする作物の種類、管理方法を選択する自由もない。 

 
独立小農：スキーム小農に分類されないその他の小農。彼らは、作物の種類を含め、土地

の利用や管理方法を自由に選択することができる。 

 



小規模農家の数に関する統計は限られているが、インドネシアのアブラヤシ産業に従

事している小規模農家は 146 万で、約 430 万ヘクタールを管理していると推定され

ている。これらの小規模農家のうち約 25％はさまざまなパートナーシップ・スキーム

を通じて企業と結びついており、75％は企業から独立して 310 万ヘクタール以上を

管理している(Rijk  et al., 2021)。実際に機能している協同組合の組合員がどれくら

いいるのか、また一般的な中規模の土地所有者の数も不明である(Pacheco, 2017)。 

信頼できるデータが不足しているものの、パーム油アグリビジネス戦略政策イニシア

ティブ（PAPSI）は、インドネシアの小規模農家の栽培面積は増加し続け、2030 年まで

にインドネシアのアブラヤシ栽培面積の約 60％を占めるようになると予測している 

(Suhada et al., 2018) 。植物油の需要がアジアで今後もさらに増える一方で、大規模

プランテーションがすでに最適な生産性に達しているためだ。モラトリアムの有無に

かかわらず、大規模プランテーションが森林指定区域に進出することに対する監視の

目は厳しい。このシナリオでは、当然、生産の増加を担うのは小規模農家だと期待さ

れる (Gaveau et al., 2022) 。 

 
東南アジアのパーム油産業は相互に連関している。2020 年 4 月まで、33 万 7000 

人もの移民労働者（80％がインドネシア出身）がマレーシアのプランテーションで働い

ていた。COVID-19（新型コロナウイルス感染症）の大流行でパーム油生産が急減し、

数千人が帰国した。その結果、アブラヤシの収穫量は減少した。プランテーションの

オーナーは、労働者を雇うことが難しくなり、コストも高くなっているため、2022 年

のプランテーションでの収穫はフル稼働時を大幅に下回ることになる。(Chu, 2022).  

一方、マレーシアとシンガポールの企業は、直接投資または現地企業との合弁事業に

よって、インドネシアのパーム油生産量の 3 分の 2 以上を支配している (Pacheco, 

2017) 。 

 
マレーシアでは歴史的には、マレー半島がアブラヤシ栽培の中心地であるが、サバ州とサ

ラワク州でもアブラヤシ栽培が大幅に拡大している(Murphy et al., 2021)。 マレーシアで

のパーム油部門のビジネスモデルでは、多くの場合、プランテーション、工場、貿易、欧州、

中国、インドなどの消費市場の加工工場に至るまで垂直統合されており、十数社の大規

模複合企業によって支配されている。搾油工場は小規模農家と契約を結んでおり、政府

機関や企業が仲介するさまざまな契約形態によって管理されている。民間企業が所有

する大規模プランテーションのシェアは 61％で、22％は政府の制度に基づくもので、そ

の半分は栽培外の小規模農家が所有している。残る 17％は独立した小規模農家の所有

である (Mohd Hanafiah et al., 2021)。 小規模農家（所有する土地が 40 ヘクタール以下

の農家）はおよそ 30 万人で、このうち 26 万 350 人が独立農家である(Rahman, 2020)。 

 新しいアブラヤシ栽培地域や森林境界では、小規模農家方式が主流である。このモデル

では、企業が地元住民の土地でプランテーションを開発する権利を取得し、その地域を

開墾してプランテーションを開発する。このようなプランテーションの大部分（80％）は企

業が所有し、20％は小規模農家のために植林されることが多い(Pacheco, 2017)。 

 

タイは第 3 位のパーム油生産国である。タイ南部の作付面積 100 万ヘクタール のうち、8 ヘク

タール未満の小規模農家が 90％以上を占めている。生産量のほとんどは 12 万戸の小規模

農家によるもので、さらに 18 万戸の小規模農家とそ の家族がアブラヤシで家計を支えてい

る（EFECA, 2020）。タイで生産されるパーム油のほとんどは国内消費とバイオディーゼルに使

用され、輸出向けの生産量は限られている。 



パプアニューギニアでは、アブラヤシは非常に重要な輸出作物であり、2020 年の農産物

輸出総額の約 56％を稼いでいる。パプアニューギニア政府は、2016 年に約 15 万ヘク

タールだったアブラヤシ栽培面積を、2030 年までに 150 万ヘクタールにすることを目

指している。現在、熱帯雨林の大部分はパーム油やパルプ材を扱う企業によって伐採さ

れており、大規模な森林伐採や先住民族との紛争を引き起こしている。農村部の雇用と

いう点では、この産業は約 2 万 3,000 人の小規模農家の生計を支えている。特筆すべ

きは、アブラヤシの小規模農家は経営する土地の所有権を持っておらず、借地権のみで

ある。この借地権とは、パプアニューギニアで主流の土地保有制度であり、慣習地として

一般的に知られている(Eliha and Michael, 2017)。 
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3.2.2 ラテンアメリカ 

世界市場に占めるラテンアメリカ地域の割合は徐々に拡大している。2020/21 年の総生

産量は 460 万トンで、この地域のパーム油生産量はアジアに次ぐ世界第 2 位である。こ

の 10 年間でアブラヤシ栽培面積はほぼ倍増し、世界で最も急速に成長している生産地

域となっている（Furumo and Aide, 2017）。ラテンアメリカ地域では、生産量の平均 75％

が域内で消費されている。輸出市場としては欧州が最も多い。特に南米では、違法作物

の代替作物として、政府の補助金制度や開発機関によってパーム油生産が推進されて

きた(Quiroz et al., 2021)。 

 

ラテンアメリカにおけるアブラヤシ栽培の拡大には 2 つの特徴がみられる。第１に、大企

業のプランテーションがパーム油生産において重要な役割を果たしている。そして第二

に、土地を持たない農村住民がアブラヤシ栽培に労働力を提供していることだ。グアテ

マラやブラジルのように近隣地域からの移民や、メキシコ南部のグアテマラ人労働者や

エクアドル北部のコロンビア人労働者のように近隣諸国からの出稼ぎ労働者が含まれる

(Castellanos-Navarette et al., 2019)。 

ラテンアメリカの小規模農家は、アジアに比べれば少ないものの、特にコロンビア、エク

アドル、ホンジュラスでパーム油の生産に重要な役割を果たしている（Lesage et 

al.2021）。 

 

図 4  国別アブラヤシ小規模農家数  
   

インドネシア マレーシア 

300,000 

1,460,000 



コロンビアでは 48 万ヘクタールの土地でアブラヤシが栽培されており、過去 10

年間で 75％増加した。140 の組合があり、小規模から中・大規模までの生産者

が統合されている(FEDEPALMA, 2022)。合わせて約 160 万トンのパーム油を生

産している。コロンビアのパーム油生産量は、2030 年までに、現在の水準から約

25％増加し、200 万トンに増加すると予測されており、パーム油を原料とするバ

イオディーゼルが重要な成長市場となっている(Kuepper et al. 2021)。グアテマ

ラのアブラヤシ栽培面積は約 18 万ヘクタールで、過去 10 年間で約 130％増加

した。公式には、国内のアブラヤシ栽培農家は 235 軒のみで、55％が小規模農

家、3 分の 1 が中規模生産者、12 ％が大規模生産者である。一方、エクアドルで

は約 6,600 の生産者がアブラヤシを栽培しており、そのうち 96％が 50 ヘクタ

ール未満の小規模農家である。2020/21 年の生産量は 54 万トンで、芽腐れ病

の影響により過去 5 年間で 15％減少している(Kuepper et al. 2021)。ホンジュ

ラスの 2020/21 年のパーム油生産量は 60 万トンである。アブラヤシ栽培面積

の約半分は、5 ヘクタールから 25 ヘクタールの土地を持つ 16,000 の小規模農

家家によって管理されている(Lagunes-Espinoza et al., 2022; Solidaridad Central 

America, 2022)。 

  
3.2.3 西アフリカ 

アブラヤシはアフリカ原産の多年生作物であり、アフリカには古くからいくつかの

産業やプランテーションが存在する。しかし、最近になって西アフリカの熱帯諸国

の多くでアブラヤシ産業が拡大しており、ナイジェリア、ガーナ、コートジボワール、

カメルーンが主な生産国となっている (Paterson, 2021)。 ほとんどの国でアブラ

ヤシは国内で消費されており、主要なパーム油輸出国はコートジボワールとカメ

ルーンのみである (Murphy et al., 2021)。 小規模農家が管理するアブラヤシ栽培

地は 1 ヘクタールから 50 ヘクタールで、総面積は工業プランテーションの生産者

の総面積よりもはるかに広い。 

 
アブラヤシの生産圃場の数と規模に関する入手可能なデータは決定的なもので 

タイ コートジボワール   パプアニューギニア 

31,000 23,000 

300,000 
 
ガーナ ホンジュラス    エクアドル コロンビア 

20,000 16,000 6,400 4,800 



はなく、小規模農家の数に関する正確なデータを見つけるのはさらに困難である。ガー

ナには 2 万以上の小規模農家が存在する。独立した小規模農家が果たす役割は大きく、

生産量の約 60～80％を占める(Khatun et al., 2020)。コートジボワールには 44,900 の

アブラヤシ栽培農家があり、そのうち約 70％が小規模農家である(Gueroetal.,2021)。 

 

アフリカ全土でパーム油生産が加速すると予想されている(Feintrenie et al., 2016)。し

かし、現状では社会文化的、技術的、政治的、生態学的な制約があるため、近い将来、熱

帯アフリカの 4 つの主要生産国で、5,100 万ヘクタールの潜在的な開発面積のうち、10 

分の 1 程度しか採算がとれないだろう。技術的、財政的、統治的条件が改善されれば、

この状況は変わる可能性はある。 
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3.3  収益性と収入 

多くの小規模農家がアブラヤシ栽培に魅力を感じているのは、収量が多く、価格が高

くなる可能性があるからだ。さらに年間を通して収穫できるため、安定したキャッシュ

フローが得られるからである。カカオやコーヒー、紅茶といった他の農産物に比べ、ア

ブラヤシは収益性の高い作物であると考えられており、価格が議論されることはほと

んどない。これは、一般的にパーム油の方が、収益性が高いことや、ほとんどの場合、

小規模農家が他の作物よりも広い農地を持っていることが関係していると思われる。 

 

農家の規模、為替レート、人件費、市場へのアクセス、肥料代、資本や保険へのアクセ

ス不足など、複数の要因が農家の収益性に影響する。販売量、価格、生産コストにも

左右される。小規模農家がアブラヤシ果房（FFB）の公正な価格を得るためには、様々

な条件が必要となる： 

 

• 地方政府または国家政府によって規定された価格設定メカニズムの実施。 

• 世界市場価格：小規模農家が受け取る価格は、しばしば世界価格に基づいている。 

• 買い手が仲介業者に売るのか、直接、搾油工場に売るのか。 

• 現地のインフラと輸送ロジスティクスの状態と利用可能性。 

• FFB が劣化し始める前に到達できる工場の数と能力。 

• 計量器と品質管理手順の信頼性と公平性。 

• 搾油工場の効率性：小規模農家が受け取る価格は搾油率（OER）に依存することが

多いため。 

  

インドネシア、マレーシア、コートジボワール、インドでは、農場出荷価格は国の価格設定

政策に影響される (Asante-Poku and Dzifa Torvikey, 2021)。10 小規模農家の包摂性とい

う観点からは、次の点に注意することが重要である： 

• 政府当局がすべての取引の価格を設定するのであれば、その情報をすべての利害

関係者が広く自由に利用できるようにすることが極めて重要である。 

• パーム原油の世界価格を反映した固定価格決定方式では、世界価格の変動が現地

価格へ波及するリスクがある。小規模農家の多くは、年間を通じて生計を立てられ

る安定した価格を望んでいる。価格設定の仕組みは、小規模農家が生計を立てる能

力を考慮に入れるべきである。 



さらに、農家は常に市場の急激な変化に直面している。2022 年 5 月、インドネシア政

府はパーム油の輸出を一時禁止した。この禁止措置の結果、大企業は輸出ができな

くなり、貯蔵能力を超えたため、工場は生産を減らし、小規模農家からの購入を制限

することになった。このような動きの中で、不安定な市場価格はただでさえ小さい小

規模農家の利幅を圧迫している。(Llewellyn, 2022). 11 

 

「禁輸前は、アブラヤシ果房を 1kg 3,600〜3,800 ルピア

（0.25〜0.26 ドル）で販売していました。 

現在は  2,210 ルピア（0.15 ドル）まで下がっています。 

農家は下がり続ける価格を受入れざるを得ません。 

さらに、肥料は値上がりし、農薬の価格も 2 倍に跳ね

上がりました。今は赤字で利益が出ていません。」 

Vincentius Haryono, 

インドネシア・ジャンビのアブラヤシ農家（4 ヘクタール） 

 
「私たちの希望は価格が再び上昇することですが、農

家の忍耐には限界があり、収穫したがらないでしょう。

禁輸措置が長引けば、社会問題に発展するでしょう。

人々は日々の生活費をどうやって賄うのでしょう？ 

子供たちをどうやって学校に通わせるのでしょうか？

食料品はどうやって買うのでしょうか？」 
 

Albertus Wawan 

インドネシア・西カリマンタンのアブラヤシ農家（５ヘクタール） 

 

パーム油の価格メカニズムは、その国特有の事情も小規模農家の収入に影響している

ものの、買い手主導のバリューチェーンであることを認識しなければならない。2020 

年、パーム油チェーンの付加価値の総額は 2820 億米ドルに達し、ますます高い利益を

生んだ。しかし、小規模農家が創出した付加価値の総額は 170 億米ドル、つまりチェー

ン全体の価値の 6％に過ぎない(Rijk et al., 2021, 図 5)。 小規模農家には、大規模プ

ランテーション企業と同じ利潤を得るだけの経済規模はないが、パーム原油（CPO）生

産量 1 トンあたりの価格水準は同じであることがデータから示されている。果房から

の CPO 抽出率を約 20％とすると、1 ヘクタール当たりの CPO 生産量は 3.5 トンで、小

規模農家 1 戸当たりの CPO 生産量は約 10 トンとなる。その結果、パーム油価格を 1

トンあたり 754 米ドル（2020 年）とすると、小規模農家の平均収入は年間約 7,540 米

ドルとなる。12 年間収入 7,540 米ドル、平均世帯人数 4.3 人で、この収入レベルでは貧

困の可能性が高い。したがって、「利益」という概念は小規模農家には当てはまらない

(Rijk et al., 2021)。マレーシアでの調査は、この利益率の低さを物語っており、メキシ

コやインドネシアでも同様のパターンが見られる。 



マレーシア: 小規模農家は、価格の低さを重要な問題と考えており、過去 3 年半の平均 

FFB 価格は、経営コストをほとんどカバーしていないと述べている。これはまた、高い

投入コスト、特に農薬投入や労働力にも関連しており、労働者不足のため、小規模農家

はしばしば商業プランテーションよりも高い賃金を労働者に支払わなければならない。

典型的なマレーシアのアブラヤシ小規模農家の年間収入は 1 ヘクタール当たり 8,377 

米ドルで、純利益は 1 ヘクタール当たり 4,236 米ドルである。マレーシアの世帯の年間

生活賃金（2019 年）は 4,021～5,831 米ドルである。この水準を達成するために、マレー

シアのアブラヤシ農家は約 1～1.4 ヘクタールが必要である 13
 

 

 メキシコ: 典型的なメキシコのアブラヤシ小規模農家の栽培面積は 5～7 ヘクタール、年

間収入は 1 ヘクタール当たり 2,813 米ドル、純利益は 1 ヘクタール当たり年間 989 米

ドルである。メキシコにおける家族の年間貧困ラインは 5,124 米ドルで、農村部の家族

の生活収入は 9,312 米ドルである。アブラヤシ農家が貧困ラインを超えるには、約 5.2 

ヘクタールが必要である。生活収入を得るためには 9.4 ヘクタールが必要である。パー

ム油の収入だけで計算すると、5～7 ヘクタールの生産面積を持つ典型的な農家は、国

の貧困ラインを上回る収入を得ることはできるが、生計を立てるには不十分というこ

とになる。14
 

 
インドネシア、西スラウェシ: 2021 年の調査によると、パーム油価格が低迷した 2018 年、

アブラヤシ農家の純利益は総額で平均 1,827 米ドルであった。アブラヤシ農家は農場内

外の活動で収入を補い、世帯の総収入は 2,129 米ドルに達した。平均世帯支出は 1,643 

米ドルであった。これは儲かるビジネスケースのように見えるかもしれないが、同じ年の

インドネシアの一般的な世帯の年間生活賃金が 1,724～2,372 米ドルであることに注意

する必要がある。 

調査対象となった小規模農家の全員が、FFB 価格が低く不安定であることが深刻な問

題であると報告している。管理知識の不足も小規模農家が直面する大きな問題であり、

除草剤と肥料の不足がそれに続く。15
 

 

 

「このような価格変動により、農家はますます

苦境に立たされています。 

果房の価格が切り下げられ、同時に肥料や農薬の

価格が 100％以上上昇したため、生計の 50％が

失われたように感じている人もいます。」 
 

Valens Andi 

インドネシア・西カリマンタン、ホープ・アブラヤシプランテーション組合の組合長 



 

囲み 2  小規模農家の包摂 

 

パーム油のサプライチェーンにおける包摂性を議論するには、小規模農家に関する

包摂性の概念を 明確にすることが有用である。Vermeulen and Cotula (2010)は、包

括性の 4 つの側面（所有権、発言権、リスク、報酬）にまたがる小規模農家包摂型（イ

ンクルーシブな）アグリビジネスモデルの類型化を行った。これらの異なる側面を運

用することで、包摂性の包括的な視点と、小規模農家が置かれている実際の状況

をよりよく理解することができる (Schouten and Vellema, 2019) 。 

 

1. 所有権：事業のどの部分を誰が所有しているか、土地や加工施設などの資産

を誰が所有しているかという問題を扱う。 

2. 発言力：社会から疎外されたアクターが、ビジネス上の重要な意思決定に影響

を与える能力（意思決定におけるウェイト、レビューや苦情処理に関する取り決

め、情報アクセスの非対称性に対処するためのメカニズムなど）。 

3. リスク：商業的リスク（生産、供給、市場など）だけでなく、政治的リスクや風評リス

クなど、より広範なリスクを含む。 

4. 報酬：価格設定や資金調達の取り決めを含む、経済的コストと便益の分担。 

 

インクルーシブ・アグリビジネスの 4 つの側面すべてを実現するためには、 これらが

相互に密接に関連していると認識することが極めて重要だ。例えば、所有権は発言

力に影響を与え、価格設定における発言力は報酬に決定的な影響を与える。所有権

はリスクに影響し、共同所有のビジネスにはビジネスリスクの共有も含まれるからだ。 

 

科学的思考からパーム油産業への適用に至るまで、包摂的（インクルーシブ）

な考え方の導入には困難が伴う。そのため、本報告書では上記の 4 側面の基

準に厳密に従うのではなく、所得や価値の分配、企業の透明性、MSI への参加

など、相互に関連する要素を取り上げている。 

 

3.4 公正な価値の分配 

小規模農家が苦しい生活を強いられている一方で、チェーンの川下では食品メー

カーと日用消費財（FMCG）企業と小売業が、合計してパーム油の総利益の 66％を

生み出している。このことは、パーム油チェーンにおける価値の配分を理解する上

で極めて重要である。利益最適化のためコスト削減に力を注ぐのは、各企業のサ

ステナビリティに関するコミットメントや、グローバルな気候変動や国連の持続可

能な開発目標と対照的な態度である。世界中のパーム油バイヤーが、持続可能な

取り組みを行う生産者に対して、プレミアム価格の支払いや長期的な取引関係へ

の投資といった形の対価を支払う意思をほとんど示さないことが懸念される。例

えば、WWF はアジア市場において持続可能な認証パーム油の需要が極めて低い

ことを指摘している。この背景には、この地域の企業によるパーム油のフットプリ

ントに関する透明性の欠如、消費者の意識の低さ、パーム油製品の明確なラベリン

グの不在といった複雑な課題がある(WWF, 2021)。企業の包摂的ビジネス・アプロ

ーチは、究極的には小規模農家が地域社会と環境の福利と権利を守る立場にある

ことを保証することを目指すべきである（囲み 2 参照)。 そうすることで、生産者、

買い手、サービス提供者の間に、よりバランスの取れた関係が生まれるだろう。ビ

ジネスと企業の社会的責任という視点は、分離ではなく統合されるものなのだ。 



 
 
 
 

図 5 パーム油バリューチェーンにおける収益性の概要 
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小規模農家の生計は、土地、森林、その他の天然資源の利用、収穫、価格水準に左右される。

上記の国別の概要からわかるように、小規模農家は一様なグループではない。ほとんどの地

域において、彼らは自給自足農家からスキーム栽培農家、中企業のオーナーまで様々である。

とはいえ、アブラヤシ栽培の実践において、これらの小規模農家は所得の多様化、食料安全

保障の確保、文化的価値の保護など、複数のニーズを常に考慮しなければならない(Jezeer 

and Pasiecznik, 2019)。農業の起業家的性質を考えれば、小規模農家は情報の非対称性や不

利な政策に直面しても、選択肢を分析し、リスクを管理し、自ら決断を下さなければならない。

当然ながら、彼らの優先事項は、ウェルビーングの向上、安定、より良い将来展望の創造に集

約されるかもしれない。 

ほとんどの小規模農家は、土地、作物、天然資源に関する実践的な経験や知識を持っている

が、加工、物流、商業化に関する知識や技能は不足している(Prabowo,2021;Santikaetal., 

2019)。主に物流の問題や、収穫後の短時間でアブラヤシ果房を販売することが必要なこと

から、農家は自分たちのすぐ近くにある限られた数の搾油工場や集荷センターと密接な関係

を築いている。  
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説明：パーム油のサプライチェーンは、総額 2,820 億米ドルの

付加価値、520 億米ドルの総利益、180 億米ドルの営業利益

を出している。小売業がパーム油の販売で最大の価値（830

億米ドル）を出している。FMCG セクターは最大の総利益 200

億米ドル、営業利益 60 億米ドルを出している。小規模農家

は 170 億米ドルの付加価値を生み出し、これはチェーン全体

の 6％に相当するが、総利益における彼らのシェアはゼロに

近い（Rijk et al. 2021） 

 
 
 
 

 

 

彼らは土地の所有権や手頃な銀行融資へのアクセスがないことも重なり、農地そ

のものに投資するのさえ常に困難な状態である。資金不足、リスク回避、生計維持

の確保が彼らの意思決定の中核を占めているため、より優れた農地管理技術や持

続可能性基準の遵守など、農地レベルのイノベーションの導入ができずにいる。 

多くの小規模農家にとって困難なのは、市場の需要、社会・改良普及サービス、環

境規制、世界市場に関する情報へのアクセスがない中で、生計の選択を迫られるこ

とである。これらの情報はすべて、彼らの生産能力を向上させ、持続可能性の基準

に合わせるために必要なものである。アブラヤシ農家組織が挙げる小規模農家に

共通する問題は、資金不足である。一般的に、利用可能な現金は目先の消費に投じ

られるか、教育費や医療費に充てられる。16パーム油のバリューチェーン全体でより

公正な価値配分が行われるようになれば、農家は貧困から脱却し、家族の生計を

維持するための収入を得ることができる。 
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 パーム産業は私たちの国の貧困削減に

本当に貢献してくれました。 

しかし生存段階を過ぎ、ある程度の利益が

見え始めると、他にも考慮すべき要素が 

たくさんあると考えるようになりました。 

我々は責任ある生産をすべきです。 

 環境にやさしく、労働者を適切に扱い、 

周囲の地域社会と良好な関係を 

築かねばなりません。 

私たちは世界の他の市場にも 

アクセスするには、さらに一歩踏み込む必

要があることにも気づきました。 

 
Nelson Araya 

 ホンジュラス・ホンジュパルナ農民グループ 総支配人 

https://www.solidaridadnetwork.org/story/smallholder-oil-palm-production-in-honduras-a-model-for-sustainable-livelihoods-and-landscapes/
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4.1 イントロダクション 

大多数の日用消費財メーカーが持続可能なパーム油調達方針を採用し、RSPO 認

証パーム油や NDPE（森林破壊・泥炭・搾取なし）方針などの社会的・環境的ベストプ

ラクティスを自主的に約束している。あるいは、森林伐採ゼロを誓約している。しか

し、森林破壊ゼロの達成と小規模農家の包摂はまったく異なる目標であり、同時に

追求されなければならない。消費財メーカーは、小規模農家のサプライヤーが誰な

のか、どこにいるのか、どのような能力を持っているのか（あるいは持っていない

のか）を知らないことが多く(Lake et al., 2020)、 ますます厳しくなる持続可能性の

課題に対処するのは難しい。 企業の慣行を変えるための有力なメカニズムとして、

法的介入への関心が高まりつつある。その一例が、グローバル・サプライチェーンに

おける人権と環境デュー・ディリジェンスに関する EU 全体の法律である (Drost et 

al. 2022)。 

 
現状では、すべての企業の方針が効果的かつ機能的であるとは言えず、パーム油産

業が有意義な進歩を遂げるために必要な投資規模を反映しているとも言えない。ほ

とんどのアブラヤシの小規模農家は、持続可能性基準を遵守するための設備が不十

分である(Kusuman- ingtyas,2019)。また、適切な支援がなければ、国内および世界の

パーム油市場からますます排斥される危険性がある。理想的には、民間部門のコミッ

トメント、国際貿易政策、マルチステイクホルダーの協力、そして資金援助の組み合わ

せが、小規模農家を包摂するものといえる。そうでなければ、森林破壊を食い止める

ことはできない。それどころか、これらの地域社会が繁栄するのに必要な農業改良の

資金を調達することもできないだろう(Pasiecznik and Savanije, 2017; Orbitas, 2020)。

このようなイニシアティブのいずれにおいても、小規模農家の包摂性（囲み 2 参照）

を促進するために、関係者全員からの積極的な貢献を期待することが妥当である。

地域住民の参加を増やし、彼らのアイデアを基にした集団行動を奨励する必要性を

認識すれば、短期的な技術支援にとどまらない取り組みが可能となる。 



4.2 企業の透明性 

バリューチェーンの上流、精製分野では、わずか数十の製油企業（加工・輸出業）が数

千の搾油工場から原料を調達している。これらの企業は比較的農家に近く、そのほ

とんどが、パーム油チェーン上流の経済的・社会的・環境的条件を改善・保護するた

めの研修プログラムの計画と実施に直接関わっている。一般的に、日用消費財企業

は一次サプライヤー（貿易業者や精製業者）に持続可能性基準の遵守を求め、一次

サプライヤーは、さら自身の調達先であるサプライヤー（農家）に遵守を求めるのが

理想的とされる。 そうすることで、パーム油業界は、「パーム油は持続可能で責任あ

る、争いのない栽培が可能である」と主張するのである(Dauvergne, 2018)。「企業投

資、国際貿易、産業規模の生産が自然保護や食料安全保障、農村開発に不可欠であ

る」といった産業界寄りのストーリーが中心になると、持続不可能な生産、特に小規

模農家の森林伐採行為が非難をうけることになる  (Austin et al., 2019; 

Kusumaningtyas et al., 2019)。 
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図 6 は、インターネットで入手可能な持続可能なパーム油の透明性ツールキット

（SPOTT：Sustainable Palm Oil Transparency Toolkit）を基にしている。パーム油の主

要な精製業者、加工業者、貿易業者の 10 社が、それぞれのビジネスにおいて小規模

農家の問題にどのように取り組んでいるかを概説している。17 これには、自社のコミ

ットメントに小規模農家をどのように組み込んでいるか、調達先の小規模農家に関す

る情報を開示しているか、サプライチェーンにおける小規模農家への支援レベルの詳

細を提供しているかなどが含まれている（Dodson et al., 2019)。 

 
SPOTT の結果と企業自身のサステナビリティ情報とを組み合わせると、小規模農家

を包摂する方針と報告は、企業によって透明性と強度に大きな差があることがわか

る。持続可能なパーム油が標準となれば、企業のコミットメントやサステナビリティ

報告書からある程度の洞察は得られるが、その報告書を比較するのは容易ではな

い (Spencer et al., 2019)。さらに、利用可能なエビデンスは企業の方針に焦点が当

てられており、その結果、農場レベルや購入慣行における影響の変化については言

及されていない。このような透明性の欠如のせいで、第三者が既存の小規模農家プ

ログラムの実際の影響を評価することができない。例えば、生産地を地理的に特定

すれば、企業は潜在的なリスクを特定し、サプライヤーと関わり、進捗を測定するこ

とができる。理想的には、アブラヤシの果実が収穫される農園の具体的な境界を特

定するような、透明性の高い地理的位置情報が含まれることが望ましい (Global 

Forest Watch, 2022)。18 現実には、ほとんどの企業にとって、パーム油を独立小規

模農家の原産地まで追跡することは、非常に複雑で時間とコストがかかる（Sargent 

et al.） 。その一例として、製菓・ペットフードメーカーのマースが、2022 年にサプライ

チェーンに含まれるパーム油工場の数を 1,500 から 50 に制限することを決定した

ことが挙げられる (Taylor, 2020)。このシナリオでは、小規模農家やサプライヤーは

取り残され、悪い慣行を続け、森林保護に関するセーフガードを持たないグローバ

ルバイヤーに販売することになりかねない。同時に、マースはサプライチェーンにお

けるリスクの高い地域で、より少数の小規模農家と取引するサプライヤーとの長期

契約を約束した。企業のサプライチェーンのクリーン化によって取り残される小規模

農家がいる一方で、より強固な関係から利益を得る小規模農家もいるということだ。 



4.3 自主的コミットメント 
 

4.3.1 認証サステナブルパーム油 

RSPO 認証は持続可能なパーム油の主要な認証制度である。「持続可能な認証パーム油」

（CSPO）を生産するために、企業が遵守しなければならない環境・社会基準が網羅されて

いる。RSPO は信頼性の高い、国際基準とステークホルダーの参加を通じて、持続可能な

パーム油産業の成長を促進することを目的として 2004 年に設立された。現在、RSPO に

はアブラヤシ生産者から投資家まで、サプライチェーンの様々な業種の 5,000 以上のメン

バーが加盟している。世界のパーム油生産量のうち、RSPO 認証を取得しているのはわ

ずか 19％である(RSPOa, 2022)。19  

 
RSPO の大きな問題は、まだ小規模農家を十分に取り込んでいないことである(Bitzer 

and Steijn, 2019)。現段階では、認証農家の数はまだ少なく、わずか 16 万 2,500 の小規

模農家（独立系農家 2 万 2,338、スキーム系農家 14 万 1,162）が認証を受けているだけ

で、世界の CSPO 生産量に占める割合は約 9％である (RSPO, 2022b)。スキーム小規模

農家（大手パーム油会社と契約に基づき栽培）は認証の取得は容易であるが、独立小規

模農家には認証の取得の重要な前提条件である組織、土地所有権、特定の管理手法に関

する研修が不足していることが多い (Pramudya et al., 2022)。 

 
RSPO システムへの小規模農家の組み入れを改善するためのいくつかの方策の中で、も小規

模農家専用の基準である特定の独立小規模農家（Independent Smallholder：ISH）基準が 2019年

11月に採択された(RSPO, 2022b)。 この基準は、コンプライアンスの達成と検証のための段階

的なプロセスにより、参入への負担を軽減している。多くの小規模農家支援プログラムがあ

るにもかかわらず、小規模農家や中堅企業による導入は依然として困難である (RSPO, 

2022c)。 もちろん、この戦略が成功するのは、世界市場の需要が、価格プレミアムや市場アク

セスなど、独立小規模農家にとって明確な経済的インセンティブを生み出す場合に限られる。 

 

日用消費財企業（FMCG） やその他の企業は、オンライン取引プラットフォーム Palm Traceを通

じて RSPO クレジットを購入することで、小規模農家に直接インセンティブを与えることがで

きる(RSPO, 2022d)。2020 年 7 月から 2021 年 6 月までに、独立小規模農家の 47 のグループ

が RSPO クレジットを通じて約 300 万米ドルを獲得した。まだ世界の生産量の 0.1％に相当当

する 64 トンしか ISH クレジットの対象になっていないため、成長の余地は大きい。20 この支援

はエンド・ツー・エンドのバリューチェーンを構築するだけでなく、農家のビジネスに投資でき

る資源を生み出し、より広いコミュニティに利益をもたらす(Prabowo, 2021)。 

 
4.3.2 マルチステイクホルダー・イニシアティブ（Multi-stakeholder Initiatives : MSI） 

認証は、パーム油生産をより持続可能なものにするためのひとつの側面に過ぎず、このパ

ーム油業界の差し迫った問題のすべてを解決するには十分ではない。そのためには、民間

部門、政府、市民社会、農民組織など幅広い利害関係者がより集団的な行動を起こす必要

がある。パーム油業界における最も影響力のあるパートナーシップとマルチステイクホルダ

ー・イニシアティブ（MSI）を図 7 に示した。RSPO、ザ・コンシューマー・グッズ・フォーラム森

林ポジティブ連合（The Consumer Goods Forum's Forest Positive Coalition :CGFFPC)、Palm 

Oil Collaboration Group (POCG)、Accountability Framework Initiative (AFI)などである。こ

のようなパートナーシップの潜在的なメリットは、ステークホルダーが他のセクターの課題

をよりよく理解し、協働を通じて成功経験と、ベストプラクティスを共有する機会を特定す

るのに役立つことである。理想的には、持続可能性への取り組みにおける分断を減らし、

透明性と説明責任を高めることである。  



図表 6 各社の SPOTT の概要 
 

 

 

 
 
 
 

スキーム農家の認証取得は順調に進んでおり、

2020 年末にインドネシアとガーナ全域で、スキー

ム農家の面積の約 31％が RSPO 認証を取得して

いる。  
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同社の姉妹会社 6 社はすべて、小規模農家の支援に取

り組んでいる。しかし、このコミットメントの内容を開示

しているのは PT OSI だけである。また、これらのコミッ

トメントは、すべての小規模農家（スキーム／プラズマ

農家）を明確に網羅しているわけではない。 

 
 

 
 
 

SPOTT 指標 SPOTT 
nr. Wilmar Musim 

Mas 

Apical 
Group 

HSA 
Group 

小規模農家支援への取り組み 160 

スキーム／プラズマ小農支援プログラム 
 161

 

プログラムに参加した 

スキーム小規模農家の割合
 162

 

独立小農家支援プログラム 163 

プログラムに参加した 

独立／契約小規模農家の割合
 164

 

会社の方針／法的事項の遵守について、

サプライヤーを優先順位付け、評価、関

与させるために使用されるプロセス ESG 

165 

会社の要求事項への遵守について評

価／関与したサプライヤーの数または

割合 ESG 
166 

「私たちは、改善された測定基準や報告方法

を開発し、利害関係者の協力を促し、より良

い、より強力な規制を共同開発し、実施し、投

資インセンティブを強化するために、さらに

努力しなければならない。ムシム・マスはまた、

サプライ・チェーン全体で持続可能性に関す

るコミットメントを前進させることが急務で

あると認識している。」  

「私たちはより良い評価指標を開発し報告するためにもっ

と努力しなければならない。 2020 年 10 月に SMILE プロ

グラムを開始し、インドネシアの独立系アブラヤシ小農の

収量慣行の改善、利害関係者の協力の促進、より良いより

強力な規制の共同開発と実施、投資インセンティブの強化

を支援する。」 



SPOTT はパーム油生産者、加工業者、貿易業者 100 社を対象に、環境・社会・ガバナンス（ESG）に関
する情報公開について評価を行っている。ここでは 7 つの小規模農家指標の一部のみを紹介する。
企業パフォーマンスの全容については SPOTT ベンチマークウェブサイトをご覧ください： パーム油 
ESG ポリシーの透明性評価 - SPOTT.org SPOTT.org 
>> www.spott.org/palm-oil/ 

2020 年時点で、パプアニューギニア、インドネシア、

マレーシアの全サプライチェーンに合計 61,719 の

小規模農家を抱えることを報告している。 

ワークショップを開催し、アブラヤシ栽培におけ

る持続可能な農業慣行の導入について小規模

農家を教育している。 

 33 
 
 
 
 
 
 
 

Sime 

Darby Cargill 

 
 
 
 
 
 
 

Mewah 

Group IOI Group Bunge 

 
 
 
 
 
 

「持続可能な農業の実践を

支援することで、小規模農

家の生産性を向上させる」

ことを目的とした ILHAM と

称する小規模農家向けプ

ログラムを実施していると

報告されている。 

 

 

 
 
 
 

ある搾油工場の契約農家が

MSPO 認証を取得するのを支

援し、また他の小規模農家に

も肥料を提供していると述

べているが、明確な数字は報

告されていない。. 

 
 
 
 

2020 年に精油工場に供給している搾油工

場の 40％が、自己申告ツールの使用方法

に関するエンゲージメント・ワークショップ

に参加し、ポリシーの遵守を示したと報告

している。 

ACOP 2018 で、「ケタパンに位置する約 3,000 の独立

小農と 2 年間の契約契約を結び、FFB 作物を受け取っ

ている」と報告しているが、おおよその数字しか報告さ

れていないため、その割合は算出できない。 

LDC 

http://www.spott.org/palm-oil/


MSI の主な特徴は、（理論上）参加者が意思決定の責任を共有することである。したがって、誰

が MSI のガバナンスに参画しているかを理解することは、目標の設定やリソースの活用などに

おいてイニシアティブの中で誰が主導権を握っているのか理解するための重要な第１歩である。

したがって、小規模農家の参画は、MSI の正統性と地域社会にプラスの影響を与える潜在力を

高めるために不可欠である (MSI Integrity, 2017) 。小規模農家とその組織は、プログラム実施

に際して地元での信頼関係や実施能力の構築、草の根レベルでのインパクトを生み出すという

点で、他にはない役割を担っている。また農民は、自分たちのコミュニティにとって最も重要な

問題に取り組むよう、イニシアティブの舵取りをすることもできる。また、直接、企業の代表者

にフィードバックを提供することで、イニシアティブ内での学習と対話を進める手助けをするこ

ともできる (MSI Integrity, 2020)。 

 
意思決定に小規模農家を参画させることが重要であるにもかかわらず、実際に小規模農家を

参加させている MSI は多くない。さまざまなパートナーシップの中で、RSPO だけが小規模農家

の代表を執行委員会に入れている。他のイニシアティブも、地元の人々の関心と課題の設定を

取り込むことにより、トップダウンでの解決策の策定を避けるべきである。新たな機会、権力構

造の変化や外部からの持続可能性などの課題に直面した際に、小規模農家の選択能力をどの

ように支援できるかにもっと注意を払う必要があるのは明らかだ。最大の課題のひとつは、MSI

などにおいて、自分たちの意見を表明できるように、小規模農家が組織されていなことである。

とはいえ、既存の農民組織でさえ、小規模農家がパーム油業界にもっと影響力を持つべきだと

強く訴えている。これらの組織はより正確な情報に基づいて方針策定や実践が行われるよう、

現地の声を世界的な議論に取り込むよう支援を求めている。21
 

 

 
4.4 強制的規制 

政府、市民社会、企業、投資家、ビジネス・グループは、消費国と生産国の双方において、自主的

なアプローチを補完するための規制の必要性を認識するようになっている。2021 年、欧州委

員会は、世界の森林伐採劣化に与える EU の影響を削減するため、森林破壊を伴わない製品の

みを EU 市場で販売することを事業者に義務付けることを提案した。さらに、欧州委員会は 

2022 年に、欧州企業および EU 域内で事業を展開する企業に対し、全世界での事業およびサ

プライチェーンにおける人権および環境のデュー・ディリジェンスを義務付ける提案を行った。  

 
このような、厳格な規制の取り組みは、社会的・環境的な負の影響に対処しようとするものだ

が、意図せざる潜在的影響へ注意を払わなければならない。 

自主的な取り組みから得られた教訓は、認証基準の遵守は大手企業にとって容易であるとい

うことだ。規制の遵守を保証することがより難しい小規模農家 は、リスクとして認識されてい

る。さらに、監査費用などに関しても、規模の経済が大企業に有利に働く。そのため、小規模農

家レベルでコンプライアンスを管理し、リスクを最小限に抑えるためのコストは高くなる。 

 

様々な生産国において、国家によって持続可能性基準が策定されている。例えば、インドネシ

ア、マレーシア、コロンビアでは、パーム油に関する独自の持続可能性基準と認証スキームが開

発されている： インドネシアの持続可能なパーム油（ISPO）、マレーシアの持続可能なパーム油

（MSPO）、コロンビアの持続可能なパーム油プログラム（APS-CO）である。 

 
  



図表 7 マルチステイクホルダー・イニシアティブ（Multi-stakeholder Initiatives : MSI）の概要 
 

 

 
 
 

ガバナンス 小規模農家の包摂につ

いての言及 
 

Roundtable on 

Sustain- able Palm Oil 

(RSPO) 

理事会における小規模農家の

代表として 1 議席を確保 

 

小農の農作物生産に特化した

4 つの常任委員会の 1 つ。 

 

RSPO は小農の重要性を認識し

ており、小農の RSPO システム

への組み入れを改善する必要

性を認識している。

Consumer Goods 

Forum’s Forest 

Positive Coalition 

(CGFFPC) 

 

FMCG と小売企業の CEO の

みで、小規模農家代表の役

割は特にない。 

 

小規模農家が森林を守りなが

ら生計を立てられるような支援

が必要だ。 

 

 

 

 

Retailers Palm 

Oil (RPOG) 

 

 

 

 

会員になれるのは小売企業の

みで、小規模農家代表の役割は

特にない。 

 

 

 

 

私たちは、小規模農家を支援す

るなど、環境と社会にプラスの

結果をもたらすことに重点を置

いている。 

 

 

Palm Oil Collaboration 

Group   (POCG) 

パーム油のサプライチェーン

に関わる企業を集めるが、小

規模農家代表の役割は特にな

い。 

「伐採許可地以外での生産と保

護作業部会」は、積極的な介入、

行動規範、対象を絞った監視を

通じて、伐採許可地以外での小

規模農家の生産と森林保護を

支援することを目的としている。 
 

 

 

 

 

Accountability 

Framework Initiative 

(AFI) 

 

森林、自然生態系、人権の保護

に取り組む市民社会組織の国

際連合：  

民間部門の諮問グループがあ

るが、このグループには小規模

農家組織の代表はいない。 

 

AFi は、誓約の実施と監視をど

のように小規模農家の状況に適

応させることができるかを明確

にすることで、倫理的サプライ

チェーンへの小規模農家の参加

促進を目指している。 



このことは、南南貿易の重要性が高まっていることとも関連している。欧米のバイヤー

から特定の持続可能性の要求を受け入れなくても済むため、農産物の生産者にとって、

南南貿易は新たな市場機会を創出するものである(Schleifer and Sun, 2018)。 

 

ISPO、MSPO、APSCO は、欧米の視点が支配的と思われる持続可能性イニシアティブに

代わるものとして提示されているが、その実施には多くの課題が残っている(Bakhtary 

et al., 2021)。 例えばインドネシアでは、ISPO の最新の改訂により、2025 年までに大小

すべてのプランテーションは ISPO 認証の取得が義務付けられている。2020 年 12 月の

ISPO の実績データによると、認証を受けたのは 17 の小規模農家協同組合のみで、その

面積は 12,809 ヘクタール（小規模農家植林地全体の 0.19％）であったが、認証を取得

できなければ、独立小規模農家は非合法とみなされる恐れがある(Pramudya et  al., 

2022)。 

 
このような規制の枠組みが小規模農家を排除しないようにするためには、生産国と消費国

の政府、そしてサプライチェーン全体の企業が、規制要件を満たすための具体的な支援を行

うことが重要である。支援により、小規模農家は単に問題の一部ではなく、森林減少と森林

劣化を効果的に食い止めるための解決策の重要な一部となることができる(Solidaridad et 

al., 2021)。 EU は、地元のステークホルダーと提携・交渉し、支援することで、自主的・義務的

基準の妥当性と信頼性を向上させ、パーム油生産と消費のための強固な持続可能性の枠組

みを促進することができる。新しい再生可能エネルギー指令 II（EC, 2019）は、その方法を示

している。この指令には、バイオ燃料に使用されるパーム油が森林伐採地や泥炭地から調達

されないことを保証する規定が含まれているが、植林面積が 2 ヘクタールまでの小規模農

家は対象外とされている。このようなパートナーシップにおける共同努力は、対立的な立場

の認識を減らし、信頼を育み、関係するすべての国の主要な優先事項を組み合わせたメカニ

ズムを提供することもできる(Roozen, 2019)。 

 

 
4.5 説明責任 

今日に至るまで、個々の企業のサステナビリティ方針や集団的イニシアティブは、パーム油業

界における小規模農家の立場を大幅に改善することはできていない。例えば、RSPO は小規

模農家に本格的にアプローチできていないように見える。また、生活所得や生活賃金の問題

は、パーム油業界の課題として取り上げられるようになったのはごく最近のことである 

(Ichsan et al., 2021)。 

 

一部の企業は包括的な持続可能性アジェンダを実施するために必要な措置を講じているこ

とを表明しているが、小規模農家を包摂するためには、業界全体として小規模農家の視点

に立った行動と投資を抜本的に改善する必要がある。パーム油の世界的な需要が伸びてい

る一方で、サプライチェーンにおけるサステイナビリティ・リスクを管理するためにサプライヤ

ーと協働しているパーム油生産企業は全体の半数に過ぎない。全体として、SPOTT の小規

模農家指標のスコアの裏側では、実際の活動は技術支援や研修に重点を置く傾向にあり、

比較的少数の農家にしか手が届いていないようである。構造的な不利を補うような大きな

介入がなければ、小規模農家が競争に勝ち残り、持続可能なパーム油生産者になれるかど

うかは議論の余地がある（囲み 2、p25 参照）。 

 



個々の企業や MSI が、課題に対応し、優先順位を設定し、適切なレベルで行動を起こす

必要があるのは明らかだ。例えば、小規模農家の役割や立場、そして競争力や長期的な

持続可能性との関連性に具体的に目を向けている企業はほとんどない。 

 

しかし、より協力的でボトムアップのアプローチで問題に取り組むという姿勢は徐々に

定着しつつある。小規模農家とその組織は、適切な条件下でうまく立ち上げられれば、

パーム油業界の未来に持続可能な基盤を築くという極めて重要な役割を果たすことが

できるだろう。解決策はどこでも同じではないだろうし、おそらく自主的なアプローチ

と強制的なアプローチを組み合わせて見つけなければならないだろう。 
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以前はトウモロコシを栽培していた 

けれど、アブラヤシほどの収入は 

得られませんでした。 

アブラヤシからの収入で、 

子供全員に教育を受けさせる 

ことができます。 

大きな家も建てられました。 

すべてアブラヤシのおかげです。ア

ブラヤシから利益を得ている人は 

たくさんいます。 

ガソリンスタンドも、運転手も 

労働者も、そして小規模農家も。 
 

Cristobal Choc  

グアテマラ 小規模農家 

https://www.solidaridadnetwork.org/story/palm-as-livelihood-in-ixcan-a-smallholders-story/


 

 

結論 
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経済的には、パーム油は国際的なサクセスストーリーである。過去 20 年間の生産と需要の驚

異的な伸びを見れば、パーム油の持続可能性を広く実現することは、企業、政府、生産者、加

工業者にとって重要な課題である。サステナビリティに関するイニシアティブがあらゆる形態

で広く行われている。しかしながら、最も影響力のあるパーム油関係者の要求を計画や投資

アジェンダ（テーマ）に反映させることが重視されている場合が多い。そのため、パーム油産

業の持続可能性に関するアジェンダは大規模な工業型プランテーションに焦点が当てられが

ちであり、小規模農家がこの産業で果たす極めて重要な役割を見落としている。 

 

世界的に見れば、パーム油の生産は、300 万戸の、増え続ける小規模農家に、安定した収入と

生計の選択肢という展望を与えている。これは、確かに最も望ましい展望だが、小規模農家

は一様ではない。コートジボワールの自給自足農家から、インドネシアのスキーム栽培農家、

コロンビアの中堅企業経営者までさまざまだ。こうした小規模農家がアブラヤシ生産に携わ

るにあたっては、収入の多様化、食料安全保障の確保、文化的価値の保護といった複数のニ

ーズを常に考慮しなければならない。パーム油産業は、すでに多くのプログラム、規制、支援

スキームを導入している。 

 

しかし、所有権、発言力、リスク、報酬など、インクルーシブ・アグリビジネスのさまざまな連関

を考慮に入れながら、バリューチェーンにおける小規模農家の包摂を総合的に検討している

ものはほとんどない。 

 

新たな機会やサステナビリティの課題に鑑み、企業はいかにして小規模農家をよりよく支援

できるかにもっと注意を払わなければならない。小規模農家によるアブラヤシ農業の将来に

ついての議論には、農民組織が貢献し重要な役割を果たせるのだ。より充実した情報に基づ

いた方針や実践を模索するためには、民間部門だけでなく農民も交えたこのような議論の場

が醸成されるべきだ。国や世界の目標ではなく、地域の利益を目指した支援であれば、小規

模農家はより積極的な役割を果たすことができるだろう。 

 
日用消費財メーカーと小売業者の購買力を合わせると、サプライヤーのビジネス慣行に対し

て大きな影響力を行使することできる。しかし、産業界のサステナビリティ・アジェンダは、よ

り根本的なビジネスモデルへの転換を考慮したものになっていない。すなわち、アブラヤシ大

規模の単一栽培農法から、景観保全と気候変動に対する耐性を考慮した生産モデルへの転

換だ。土地の制約がますます厳しくなる世界では、パーム油の新たな生産戦略は統合的な土

地管理に依存することになり、生産コストの上昇はほぼ避けられない。  



公正な価値配分と環境悪化の最小化との間にこそ、小規模農家レベルの持続可能

性を取り戻すチャンスがあるのだ。パーム産業では、農家とその生活とって公正な

価格、そして農地と環境の長期的な存続を保証するための投資が必要とされてい

る。パーム油の小売総額は 2021 年に 2,860 億米ドルに達し、ますます利益を生む

ようになっているが、小規模農家が、パーム油からの収入で生活を維持することは

できない。パーム油業界が利益を最適化するためにコストを削減する傾向は、生産

者が持続可能な経営を行うための対価を、パーム油の買い手（FMCG や小売）がほ

とんど支払おうとしないという根本的な問題を反映している。例えば、プレミアム

価格の支払いや長期的な取引関係への投資などである。 
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包括的なサステナビリティ・アジェンダを実施するために必要な措置を講じていること

を示す企業もあるが、業界は小規模農家レベルでの行動と投資を大幅に改善する必

要がある。パーム油の需要が拡大し、サプライチェーンに構造的なサステナビリティ・リ

スクが潜む中、現在、パーム油生産企業の半数しか、サプライヤーと協力した形でリス

ク管理に取り組んでいない。全体として、実際の活動は技術支援やトレーニングに集

中する傾向があり、比較的少数の農家にしか手が届いていないようだ。リスクと報酬

に関する構造的な不利を補うような大規模な介入がなければ、小規模農家がリスクに

打ち勝ち、繁栄できるかは疑しい。 

 
さらに、RSPO 認証パーム油は 20 年経った現在でも世界のパーム油市場の 20％しか

カバーしておらず、そのうち独立小規模農家はわずか 1％に過ぎない。認証基準には

明らかな欠陥や限界があるものの、認証製品の普及は限定的なままだ。需要サイドで

持続可能なパーム油を特別なものではなく、当たり前のものにするためには、パーム

油についてわかりやすく説明する必要がある。パーム油の課題と、なぜ認証パーム油

を買うべきなのか、なぜ認証パーム油を求めるべきなのかについて、一般消費者に広

く伝えることが不可欠である。また、ほとんどの（EU 域内の）大手消費財企業は、パー

ム油の調達に関して、より良い方向へ改善に向けたコミットメントを表明しているが、

米国、中国、インドなど他の重要な市場でも同様のコミットメントの必要がある。 

 

しかし、自主的な規制がアブラヤシ産業の社会的・環境的パフォーマンスを向上させる

のに十分効果的であるかどうかは議論の余地がある。森林や泥炭地のような脆弱な

環境を特徴とする遠隔地の農村部には、何百万人もの人々が暮らしており、今後もそ

うあり続けるだろう。小規模農家は、調達先企業や政府からの一貫した支援やインセン

ティブがなければ、持続可能で森林破壊のないパーム油生産の需要を満たす能力を持

ちそうにない。パーム油の経済規模がその農業資源基盤に比例して拡大するにつれ、

生産国における生態系、生物多様性、森林の持続可能な管理を確保することが、より

一層急務となっている。 

 

リスクを最小限に抑え、チャンスを活かすために重要なのは、先入観にとらわれた考え

を実行するのではなく、小規模農家の関心と課題設定を出発点として認めることであ

る。パーム油分野のいずれのマルチ・ステイクホルダー・イニシアティブ（MSI）も、農民代

表が悪いと考えているわけではない。彼らはみな農民の包摂の重要性は認識している。

農民排除の理由は、おそらくもっと根本的なところにある。企業や NGO は、小規模農

家の意見に耳を傾けることよりも、他の事業やサステナビリティ課題を優先している

のだ。しかし、小規模農家の包摂は急務であり、過小評価してはならない。小規模農家

の役割と立場に関する私たちの考察は、自主的・義務的なサステナビリティの方針や

慣行について再考を促すものである。 



5.1 提言 
 

小規模農家の包摂・参画を推進したいと言う人は多い。しかし、これまで成果は上がって

いない。立ち止まって再検討する時だ。どうすればパーム油のバリューチェーンをより包

摂的なものにできるのか？ 特効薬があるわけではない。様々なアプローチを共存させ、

互いに補完し合う必要がある。輸入国の規制だけでは、栽培現場の状況を解決すること

はできない。最も厳格な認証制度も、当然ながら解決策にはならない。苦情処理メカニ

ズムだけでは、農家、地域社会、労働者、環境への危害を防ぐことはできない。共同イニ

シアティブは、サステナビリティの最低基準を設定する上では価値があるものの、価格の

引き上げにはあまり役に立たないかもしれない。小規模農家は、欧米の NGO のようなゼ

ロか 100 かの議論から利益を得ることはできない。小規模農家の包摂には、利用可能な

アプローチをうまく利用することが必要である。１つの解決策だけですべての問題を解

決できるわけではないことを理由に、その解決策を否定するような言説は避けるべきで

ある。小規模農家セクターの持続可能性を促進する包括的な小規模農家民参加型アプロ

ーチとして、私たちは以下を推奨する： 

  

 

 

産業 (加工、貿易、 日用消費財、 小売) 

 
• 持続可能なパーム油バリューチェーンの構築に貢献するための包括的なパーム油生産

への投資世界の農業分野にポジティブな影響を与えたいのであれば、パーム油産業か

ら撤退してはいけない。 

• 公正な価格の支払い：サプライチェーン全体、特に小規模農家が供給基盤となる主要生

産ラインにおける、公正な価値配分の約束。 

• 国内の生産量に占める小規模農家の割合に応じた小規模農家からの調達。 

• 「森林減少禁止、泥炭地開発禁止、搾取禁止（ No Deforestation, No Peat, No 

Exploitation； NDPE） 方針や認証基準から小規模農家を排除しないこと。. 

• 小規模農家の包摂に関する報告のための共通の評価基準を定めること。 

• 政府の持続可能な枠組みの継続的強化への支援。 

 

マルチ・ステイクホルダーのイニシアティブ 

 

• 小規模農家を役員会や重要機関のメンバーや代表にすること。 

• 小規模農家組織および関連する社会的NGO が、サステナビリティ・アジェンダの策定、 

課題への挑戦、推進に参加できるようにすること。 

 

 

 

次頁に続く 



 

公共政策立案者 
 

• 小規模農家が繁栄できるような政策環境の整備。 

• 意思決定プロセスへの小規模農家の参加。 

• 義務的枠組みや国の持続可能性基準の実施を加速するための、市民社会組織

を含むさまざまな利害関係者との協力。 

• 森林伐採に関連した輸入品を回避するための措置が、意図せずして小規模農家

を排除しないようにすること。 

• 合法性、森林破壊、地理的位置、トレーサビリティに関する報告の遵守を徹底す

るためのサポートが確実に受けられるようにすること。 

• 食用油部門の持続可能な変革に関する、パーム油消費国と生産国との間での多

国間対話の開始。 

 

 

 
科学者とイノベーター 

 
• 持続可能なパーム油生産に関する科学的知見を提供する国際委員会の設立。 

• 小規模農家のアブラヤシ生産システムレベルにおける環境再生農業の技術的知識の

導入の促進・支援。. 

• 小規模農家の文化的、経済的、環境的状況に基づいたパーム油の多様化システムの

構築。例：アグロフォレストリーシステムや間作システムなどの多様化モデルなど。 

 

 
銀行と金融機関 

 
• 小規模農家の取り込みを持続可能性の基準の一部とすること 

• すべての投資が NDPE 方針と小規模農家支援を組み合わせて要件を満たすように

すること。 

• 小規模農家にとって有効な金融手段の導入。 

 

 
すべてのステイクホルダー 

 
• 明確で野心的な目標の策定、公的なモニタリングと透明性のある説明責任の実施に

より、バリューチェーンにおける責任の共有を認識すること。 

 

 

 

 

 

 

 

日本語訳：吉田秀美、岡田茂樹 
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https://www.spott.org/wp-content/uploads/sites/3/dlm_uploads/2019/12/Palm-oil-a-business-case-for-sustainability-1.1.pdf
https://www.spott.org/wp-content/uploads/sites/3/dlm_uploads/2019/12/Palm-oil-a-business-case-for-sustainability-1.1.pdf
https://www.wri.org/insights/smallholder-farmers-are-key-making-palm-oil-industry-sustainable?source=post_page
https://www.wri.org/insights/smallholder-farmers-are-key-making-palm-oil-industry-sustainable?source=post_page
https://www.reuters.com/article/us-mars-palmoil-forests-idUSKBN26T1U3
https://chainreactionresearch.com/wp-content/uploads/2020/04/NDPE-Policies-Cover-83-of-Palm-Oil-Refining-Market.pdf
https://chainreactionresearch.com/wp-content/uploads/2020/04/NDPE-Policies-Cover-83-of-Palm-Oil-Refining-Market.pdf
https://ipad.fas.usda.gov/cropexplorer/cropview/commodityView.aspx?cropid=4243000
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https://pubs.iied.org/12566iied
https://www.worldbank.org/en/research/commodity-markets
https://www.worldbank.org/en/research/commodity-markets
http://palmoilscorecard.panda.org/#/home
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1	  Quote taken from the oil palm farmer organization questionnaire by Solidaridad, 2022.
2	  In light of the steep price hikes in the first half of 2022 this sentiment might have changed.
3	  There is a lack of accurate data on the exact production capacity of smallholder oil palm farmers. Better 

data are direly needed since different studies estimate their contribution to range between 25 and 40 
percent of the global volume. Given the general assumption in the sector that smallholder production 
is slightly lower than plantation production, it is unlikely that smallholders produce up to 40 percent of 
global crude palm oil on only 27 percent of cultivated oil palm land (Descals et al., 2021). In this report 
it is estimated smallholder oil palm farmers produce between 25 and 30 percent of all crude palm oil. 

4	  The study of Descals et al., (2021) identified only closed-canopy oil palm stands, due to the omission 
of young and sparse oil palm the area estimate is lower than the harvested area reported by the Food 
and Agriculture Organization (FAO), particularly in West Africa. The article and high-resolution map of 
smallholder and industrial closed-canopy oil palm plantations can be found here: https://essd.coperni-
cus.org/articles/13/1211/2021/  

5		  When the price of biodiesel is higher than the diesel fuel price, the Indonesian government is required 
to introduce subsidies in support of the blending targets. The subsidy is financed by tariffs on palm oil 
exports. Malaysia aims to implement a biodiesel mandate by the end of 2022.

6		  In a 3% growth scenario (based on USDA FAS 2022 projections), with a baseline of 73.5 million MT in 
2021, production has to rise with 28 percent in the next 9 years to 94 million MT.o

7	  	Greenpeace (2018 November 23). Timeline Greenpeace palm oil campaign 2007 - 2018. https://www.
greenpeace.org/nl/natuur/11405/timeline-greenpeace-palm-oil-campaign-2007-2018/

		  Global Witness (2021 October 07, updated 2022 June 14). The true price of palm oil. https://www.
globalwitness.org/en/campaigns/forests/true-price-palm-oil/

8	  	See endnote 3.
9		  For a more detailed typology of the diversity of palm oil smallholder farmers in Indonesia see: Jelsma, 

I., Schoneveld, G., Zoomers, A. and van Westen, A. (2017). Unpacking Indonesia’s independent oil palm 
smallholders: An actor-disaggregated approach to identifying environmental and social performance 
challenges. Land Use Policy, 69, 281–297. https://doi.org/10.1016/j.landusepol.2017.08.012

10		 A forthcoming AidEnvironment study (2022), found that controlled pricing systems like in Malaysia also 
exist in Uganda, while in Ghana and Nigeria prices are based mainly upon a free market system. The 
research also shows that in Latin America, countries like Guatemala, Mexico, Honduras and Colombia 
all have a system where FFB prices are determined monthly or weekly with FFB prices defined as a % 
of the average global reference (Rotterdam or Malaysia) of the month (or week) before. This % differs 
significantly per country (e.g. Honduras 15% or 16% depending on the season, Nicaragua 12%, Mexico 
12,5%, Honduras 14%) (Solidaridad Central America, 2022).

11	  	  Llewellyn, A. (Al Jazeera 2022, May 16). Indonesian farmers decry palm oil export ban as prices plum-
met. https://www.aljazeera.com/economy/2022/5/16/indonesian-farmers-decry-palm-oil-export-ban-as-
prices-plummet

12	  	In 2019, the average price per MT palm oil was USD 601, leading to an average revenue for a smallhold-
er of approximately USD 6,010 over 2019. In 2021, the prices were very high: USD 1,131 per MT, which 
amounts to USD 11,310 annual revenues.

13	 	Malaysia case: Production, costs and revenues calculations by Solidaridad Asia. Living wage September 
2019: https://wageindicator.org/salary/living-wage/archive-no-index/malaysia-living-wage-series-septem-
ber-2019
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14	 	Mexico case: production, costs and revenues calculations by Solidaridad Central America. Living wage: 
https://align-tool.com/download-data. Michoacán, northwestern regions of Mexico. 2018.

15	 	Indonesia West Sulawesi case, according to Solidaridad Indonesia the data are reasonably complete 
and accurate. Production, cost and revenues from: The Impact of Oil Palm Farming on Household 
Income and Expenditure in Indonesia, https://koreascience.kr/article/JAKO202109554061437.pu-
b?&lang=en Living wage 2018 indicator: https://wageindicator.org/salary/living-wage/archive-no-index/
indonesia-living-wage-series-january-2018-country-overview

16	 	Information taken from the oil palm farmer organization questionnaire by Solidaridad, 2022.
17	 	SPOTT Platform: See indicator category ‘smallholders and suppliers’ https://www.spott.org/

palm-oil-assessment-summary/
18	 	Global Forest Watch (2022 January 25). Universal Mill List. https://data.globalforestwatch.org/docu-

ments/gfw::universal-mill-list/explore
19	 	The RSPO has two different certification systems: https://rspo.org/certification/supply-chains
20	 Calculation based on RSPO Palmtrace portal and input from RSPO staff. 64,000 metric tonnes of ISH 

credits is less than 0,1 percent of the 76.5 million metric tonnes of global palm oil production (USDA 
FAS, 2021).

21		 Information taken from the oil palm farmer organization questionnaire by Solidaridad, 2022.
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